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8 シンポジウム： 「ことばの力を育む」授業の展開
―みんなで探ろう、小学校英語活動への対処法―

Keio University Symposium on Language Teaching: how to develop students'

metalinguistic awareness through Foreign Language Activities in elementary schools

開催日 2009年12月19日

企 画 大津由紀雄(言 語と認知班)

講演者 斎藤菊枝(埼玉県立大宮東高等学校)､末岡敏明(東京学芸大学附属小金井中学校、三森ゆりか(つくば

言語技術研究所所長)、森山卓郎(京 都教育大学)、寺尾康(静岡県立大学)、 窪園晴夫(神戸大学)

 去 る2009年12月19ロ に慶應 義塾大学クローバルCOE言 語教

育シンポシウムが開催 されました。 シンポジウム当日まで申し

込みが相次 ぎ、教室はほほ満員の大盛況で、冬の寒さを忘れる

ほど会場は熱気に満ちていたのか記憶に新 しい ところです。

 今 回のシンポジウムでは、「理論」に裏打ちされた言語教育

の 「実践」がその主要なテーマで した。これまで、言語教育プ

ロジェク トでは、その先導的立場にある大津由紀雄教授(言 語

と認知班 ・慶應義塾大学)を 始め、各研究分担者は様々な形

で、 日本における言語教育の重要性 を訴えて来、例 えばウェブ

上で、プロジェクト言語教育の活動の経過報告という形で、そ

の研究内容を間接的に伝 えてきました。 しかしなか ら、では実

際にその言語教育 という理念 を、具体的な授業の形に落 とし込

む場合はどうすれば良いのか ということに関しては、機会に恵

まれず、どうしても 「理論」の部分に議論が偏 りかちで した。

そのため、今回のシ ンポシウムでは 「実践」 を前面 に押 し出

し、現場経験の豊富な教員が行った授業ヒデオの放映や、具体

的なワークショノブか行われ ました。

 今 回のシンポジウムでは、授業実践 ヒテオの放映を通 して、

現職の先生方には 「ことは」の授業における、子どもたちの無

限の可能性 をその目で見ていただき、そして、その後 に続 く、

各授業者の授業解説、 さらには、ことはの専門家、つまり言語

学者による、授業の背後に隠された原理の解説によって、「言

語教育」とは何かを、 まさに 「理論」 と 「実践」の両面か ら理

解 していただ きました。シンポジウム後のアンケー トは、「言

語教育の具体的な姿が分か り、その可能性を感 じた。」 という

言葉や、「実践かしっかりとした理論に裏打ちされているので、

説得力があると思った。」など、実際 に多 くの先生方の心 を揺

さぶることができたことを示 しています。

 我か国の新学習指導要領によって必修化された、小学校高学

年での外国語活動は、実質的に予算 もな く、方法論 もない とい

うある種の危機的な状況に置かれています。 しかし、その危機

というのは、一体誰にとっての危機なのでしょうか。外国語活

動を、 きちんとした教育政策として考えられる前に導入したこ

とで、現在その対応に追われている行政で しょうか。それ と

も、方法論がなく、明 日の授業をどうしようと悩んでおられる

現場の先生方でしょうか。いや、違います。それは、 日本の未

来を背負 う了一どもたち自身にとっての危機 に他な りません。彼

らには何の罪 もな く、今回のような事態になってしまったの

は、ひとえに国の教育政策に対する浅慮、それはつまり、教育

政策に携わる人々の 「ことば」の重要性への意識の低 さが原因

ではないで しょうか。福澤諭吉先生が正 しく述べているよう

に、「教育は国家百年の計」です。クローバル化経済への対応

のための早期外国語教育 という、恐 ろしく単純な議論、そして

何 よりも目先の利益 を重視 した視点によって、 日本の学校教育

が考えられていること自体、大きな問題と言えるでしょう。

 こんな状況下において、現場の先生方に期待 したいことは、

外国語活動は誰のための活動であるかとい うことをもう一度考

えていただき、その上で、例えば、決 まり文句としての英語表

現 を次から次に教え込むのか、あるいは、外国語活動 を言語教

育 として捉 えなお し、「ことは」の授業を通 じて、子どもたち

にことはの大切さに気づかせるのかなど、ご自身で判断を下す

ということです。

 「ことは」は、深 く、面白く、人間にとって大切なものです。

この 「ことは」に対する意識を高める教育は、こともたちの将

来の学びを支えるで しょう。また、今回の実践で明 らかになっ

たように、ことばの授業では、子どもたちは夢中になります。

そ して、 これ らの授業は、きちんとした学問的基盤によって裏

付け られています。あ とはこれをカリキュラム として体系化

し、教材を開発 してい くということですが、これについてもす

でに準備は整ってきてお ります。今後、カリキュラム ・教材 と

い うことで、言語教育プロシェク トにおいて、現場にいらっし

ゃる先生方からのフィー ドバ ノクがとても重要な役割を担って

きますが、子 どもたちのための新たな外国語活動、つまり 「子

どもたちのための言語教育」の創出に向けて、現場と研究者が

一体 となって研究プロジェクトが進め られていくことか期待さ

れます。                  (永井 敦)

The Keio Umversrty Symposium on Language Teaching was

held on December 19,20091t mainly focused on how to

develop the"metahnguistic awareness"of children, an abil-

ity which promotes their effective language use We had

almost 300 participants, who were mostly school teachers

In this symposium, we demonstrated that our theory of

language teaching can be put into practice m classroom

situations. For example, the participants observed the prac-

hces through a video and attended some workshops Fi-

nally, they seemed to have understood not only the theory

of language education but also the concrete methods of it

So from now on, we can expect them to develop their own

practices and provide us with feedback
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